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日立漢字情報処理システム"KEIS”のソフトウェア
SoftwareofHITACHIKANJIProcessing ExtendedlnformationSYStem

､､KEIS′′

ユーザーがi英字システムを実現するためのソフトウェアを,従来のHITAC8000

シリーズ及びHITAC Mシり【ズで開発した技術を基礎に,大幅な機能拡弓良を行な

い,HITAC LシリーズとHITAC Mシリ【ズの仝OSに通用される日立漢字情報処

理システム いKEIS”とLて標準化,体系化を行なった｡

本稿では,"KEIS”の標準ソフトウェアの特長,方式,機能及びこ杵米の課題につ

いて述べる｡特に,ユーザーのi菜寸ニシステムの導入,システム建設,システム運用

及びシステム操作で,これらの標準ソフトウェア製品がどのような利用形態となる

かを中心に解説する｡

口 緒 言

近年,i-タさ7二情報処理用のハーードゥェアの進捗こは讃二しく,し

かも†氏価格となり我々日本人の｢拙字,平仙名まじりの日本

語の帳票や文書を,コンヒュ一夕によりl白二接作成したい｡+と

し､う従来からのi曽木三的な扶字あるいは日本吉吾の情幸艮処理に対

する曙望が,今や実現可能となってきている｡このユーザー

ニーズにこたえるため,日立港字情報処理システム``KEIS”

(-▲KanjiProcessing ExtendedInformation System”)では,従

来のHITAC8000シリーズ,及びHITAC Mシリーズ(以下,Mシ

リーズと略す｡)で開発した技術を湛礎とし,大幅な機能拡張を行

ない,HITAC Lシリ【ズ(以■F,Lシリーズと略す｡)からMシリー

ズの仝OS(Operating System)での共通の方式に堪づく体系

化された標唯のソフトウェア製古J-をf謁発しており,これにより

ユーザーのiウさ寸ニシステムのj尊人か容易に実現できる1)･2)｡以下に,

"KEIS''の標準ソフトウェアの体系と機能についてヰ枕説する｡

なお,HITAC L-320/30H,50Hの棋′ナニ情報処理関連のソ

フトウェアにつし､ては,本号砧戯の特集別論文で解説する｡

囚 "KEIS''のソフトウェアの特長

"KEIS''のソフトウェアは■卜記の止に開発の主眼を置いて

おり,特長とLている｡

(1)`LKEIS''のソフトウェア体系の確立

Lシリーズ及びMシリ【ズの仝O Sで共通グ)方式に湛づく

支援を行ない,O S間の互換性を完備している｡また,バッ

チ,リモー｢トバッチ,対話,Data Base/Data Communication

(以下,DB/DCと略す｡)の各処押形態で,従来の英数字･片仮

名システムと同レベルのデータ処理が実現できる｡各処理形態

で,棋王三=ニシステムと英数′j･二･片仮名システムは共存が可能で

あり,業務処理の拭キニ化を段階的にできるように配慮して

いる｡

(2)容易なシステム建設と棺行手段の提供

主な高槻言語,エンドユーザー言語で状字データ処理のフ

ログラムか作成できる｡また,投手フ■■リンタの帳票の形式

(書式と呼ぶ｡)や,拙守二【軸而の定義,帳票や両面に対するHl

プJ編集処理を行なうサービスプログラム,及びi英字処理を行な
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うDB/DCシステムの開発維持支援用プログラムを提供す

ることにより,開発の効率向上を図っている｡更に,各畦テ

【ブルウェアの組込みや,漢字データ入力などのi英字システム

き導入のための豊富なサ【ビスプログラム,及び片仮名システム

から状字システムへの移行のための各椎の片仙名i･-きき字変換ツ

ールを提供Lている｡

(3)沈子システム特有の困難さの吸収

孜ヰニシステムではi柴字テ【タの人力が大きな問題である｡

"KEIS''では,i央字キーボードや洪7ニタブレソトからの洪7二

世接入力,及び片仮名キーポ【ドからの一笑数字･片仮名文字

を入力して,ソフトウェアで片恨名漢字変換を行なう間接入

力の二つの方法が自丁能であり,不慣れなオペレ【タでも簡単

に操作ができるように配慮されている｡

一方,出力処理では,複雑な出力外字処理を日立製作所の
提供プログラムでr吸収しており,ユーザープログラムて

する必要はない｡また,漢字プリンタへのLlユカデータの編集

のための,機能キャラクタと呼ばれる制御コードの挿入を容易

に行なえるように,高根言語,エンドユーザー言責吾で指定記

号による方式を採用している｡

(4)漢字,H本語処理用応用プログラムの充実

情報検索,‾史書作成･清吉,文書編集･印刷,経営計画,統

計予i則,プロジェクト管理などの各椎応用プログラムを用意

している｡

"KEIS”のソフトウェアの構成を匡‖ に示す｡

以‾卜,3章,4章にこれらのプログラムク)概要を,ユーザ

【の牧字システム導入時及び適用業務の実行時での利用形態

を小心に述へこる｡

田 "KEIS”での漢字システムの導入

ユーザーーが漢字システムを導入するためには,次の作業が

必要となる｡

(1)iウミキニデ【タフ7イルの作成

(2)淡乍文字椎の選択

(3)各杵テーーブルウェアの組込み

*【卜､t製作所ソフトウエア⊥二場
**

rト上製作叶システム開発研究所
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注二1･⊂=〕のプログラムは,プログラムプロダクト(一部OSでは基本サポートプ叩ラムのものもあり)
2.OSによりプログラム構成は異なる二

3.略語説明
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応用70ログラム
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プログラム(DEPP)
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プログラム(AKCONV)
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TMS-3〉(T｢a[SaCtWIM∂nageme[tSystem-3〉)
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図l``KEIS''のソフトウェア体系 L-33D,+-340,Mシリーズ用のOSであるVOSO,VOS卜S,VO引,VOS2及びVOS3での･･KEIS‥のソフトウェア体系を示す｡

(4)漢字データ処理の7Lログラムの作成,状字プリンタの書

式定義及びVDT(Video Data Terminal)の画面定義

以下に,"KEIS''でのこれらの作業の方式と,各作業で用

いられる"KEIS''のソフトウェア製品につき説明する2)｡

3.1漢字データファイルの作成

漢字の文字種が多し､ため漢字の入力が難しく,これが漢字

システムの普及に大きな障害となっている｡漢字入力方法につ

いては決定的なものはなく,"KEIS''では部門,用途に応じ

種々の方法を用意することにより,問題の解i央に当たってし､

る｡"KEIS”では図2に示す漢字直接入力の方法と,図3に
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示す片仮名漢字変換による間接入力の方法か可能である.｡

KAPS(KanjiProcessing Utility System)の漢字入力編集

によリバッチ処理形態で,またデータエントリからはユーテ

ィりティ(DFUT:Data File Utility)により対話処理形態で,

それぞれ漢字データファイルの作成･保守ができる｡前者は

約3,000グ) が配列された盤血をペンで示すことにより,

必要なi英字を入力するi キーボードをもったオフライ ンi莫

字入力装置を用いる方法であり,専門パンチャの大量の漢字

データ入力に有効である｡これに対し後者は,比較的少量の

寸吏字データの入力手段として適Lており,漢字キ【ボードの
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麺郡

H-181

漢字

キーホ

+lS

7単位コード

＼
+
1
S
コ
ー
ド

漢字ファイル

濱
KAPS

漢字入力編集

バッチ

㌔

注:略語説明など

≡)データの流れを示す
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DC(Data C()mmU11rCatLOn)

図2 漢字直接入力の方法 11KEIS”でのバッ失対話,DCの各処王里形態

の)実字直接入力方法を説明する｡漢字キーボード又はテ【タタブレットからの

操作により,漢字コードがホストコンピュータに入力される｡

ほかに,素人でも容易に操作かできるように淡寸ニデータタブ

レットからの入力や,片仮名キーボードからの後述の事務用

語群苦を用いた片佃名状字変換人力の方法が叶能である｡

片佃名状字変換入力の場合,同音異語の間壬坦を解ブ央する必

要がある｡同じ読みの複数の状寸:用語の中から一つの携与二用

語を二選択する方法としては,`-KEIS''では1対〃選択方式と

1対1選択方式のいずれかを使用できる｡1対Ⅳ選択方式

は用語の言先みをキーとして,事務用語辞書[F-のⅣ偶の状キニ用

語をいったん出ブJ装置に表示し,オペレータに一つの用語を

選択させる方法であり,1対1選択方式はあノブかじめ絆吉の

中で,各絹語をユ【サ【から一意に摘f】もできるように,固定

的に配置しておく方法である｡一般に前者は対話処理に,後

者はバッチ処理形態で用いられる｡

また,特に扶字化のニーズの高い姓名･住所のi英字マスタ

ファイルの作成を容易に/けなうために,姓名･H三所カナi

変換プログラム〔NKCONV(Name-KANA Conversion Pro-

gram),AKCONV(Address-KANA Conversion Program)〕

を提供する｡図4にNKCONV,AKCONVの処理方式を示す

が,NKCONVは片仮名姓名をキーと した1対Ⅳ変換方式で

あり,AKCONVは住所コードをキーとした1対1変換‾万上〔

である｡同凶はNKCONV,AKCONVを組み合わせて処理す

る方式を示しているが,NKCONV,AKCONVをそれぞれ単

独に用し､ることも可能である｡

少量の姓名･住所データ人力を行ないたいユ【ザ【のため

に,姓名･住所片仮名 変換用の共通サブルーチンを,そ

れぞれNKCONV,AKCONVの中に提供する｡これにより,

対話処理形態,DC(Data Communication)処理形態でメニュ

ー選択方式により,姓名･住所データの入力を行なうユーザ

ープログラムの作成ができる｡

3.2 漢字文字種の選択

各漢字装置に対応して約7,000文字の標準文字パターンを

提供する｡ユーザーの業務処理で,これに含まれない文字を

ウリアゲ

T
EBCDIKコード

片仮名

漢 字

変 換

Kヨ:ド

カードイメージ

KAPS

漢字入力編集

2,000語(標準)

事務用語

辞 書

ユーザー

プログラム

HT-5425
英 数 字

片 仮 名

キーボード

ホストコンビュ…タヘ

ゝ
[二≡コ

チ,対話,DC 対話

漢 字

ファイル

注二==か → は,データの流れを示す｡

図3 片仮名さ莫事変換による間接入力の方法 KEISでのバッチ,対

話,DCの各処理形態での片仮名三乗字変換による間接入力の方法を説明する｡片

仮名データ(EBCD】Kコード)を入力L,事務用語辞書内の片仮名対i乗手の対応表

を引用して,漢字データ(KEISコード)に変換の後∴漢字ファイルに入力する｡

使用する必要がある場でナは,KAPSのi実字ライブラリ保守を

用いて,バッチ処理形態でその文キニパターン(システム外字)

をi莫′了ニライプラリへ登録(システム内耳化)できる｡この外字

登錨か頻繁に必要となるユーザーのために,漢字VDTを用

いて対話処理形態で文字パタⅦンの作成,確認,登鎚ができ

る対言論形トソトフォント定義〔DFONT/IF(Dot Font/Interac-

tive Facility)〕を提供する｡

棋字ライブラリに登録されている文字桔は,KAPSのi実字

コーート衰亡lり糾を用いて,コーード順,読み順,総画数順の各順

けこに従い,リストアップして確認できる｡

i姫字プリンタペ DS(Video Data System)の文字発

生機構に初期ロードされる標準の‾文字パターン以外のパター

ンは,i莫7ニライプラりに登錨されている文字パターンから選

択されて,文字発生機構へロードされる｡これが出力外字処

珂1であり,"KEIS''の標準ソフトウェアで実行する｡図5に

"KEIS''でのi英字文字種の選択の方法をホす｡

3,3 テーブルウエアの組込み

文字パターンについては前節で述べたとおりであるが,こ

れ以外に漢字ソ】トマージやi英字コード表印刷で用いられる

文ざ‡:･用語辞書の‾文字単位の属性レコード(読み,画数など

の情報)は,KAPSの漢字ライブラリ保守により漢字ライブ

ラリ中に作成･保守される｡また,各種片仮名i英字変換処理

で用いられる文字･用語辞書の事務用語レコードはKAPSの

用語辞書保守により,バッチ及び対話処理形態でユーザーの

事務用語辞書ファイル中に作成･保守される｡

なお,姓名･住所再幸吉については,それぞれNKCONV及

びAKCONVが作成･保守機能をもっている｡

3.4 プログラムの作成,書式･画面の定義

COBOL系,RPG(Report Program Generator)系,PL/

Ⅰ系,BASIC系,APL(A Programming Language)系及

びNHELP("New HitachiEffective Library for Program-

mingl')系の高級言語及びエンドユーザー言語で漢字データが
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マスタファイルの仕分け

NO

ユーザ+-の片仮名マスタファイル

ユーザーマスタ台帳

住所の修正があるか

YES

原票とコード票の
突き合わせ

漢字コードによる

住所修正カード
5030番地

日立

アパート

住所データ

字コー 二対応する
漢字住所の抽出

漢字住所

漢字住所結合

住所結合データ

住所コード,

カナガワケン‥‥=ヒタチアパート

住所辞書

神奈川県横浜市戸塚区戸塚町
5030パンチ ヒタチアパート

神奈+l】県横浜市戸塚区戸塚町

5030番地 日立アパート

片仮名姓名データ

片仮名姓名に対する

漢字の抽出

漢字姓名候補

変換リストの作成

選択カード

対応する漢字姓名の割当て

漢字姓名の確定

漢字住所/漢字姓名の結合

YES

変換リスト

原票と突き合わせ

一号する漢字があるか

(イトウ主要薫
M

イトウ シズコ

姓名辞書

住所コード

カナガワケンヨコハマシトツカクトツカチョウ

5030パンチ ヒタチアパート イトウシズコ

シズコ1.静子
2.鎮子
3.志津子

県横浜市戸塚区戸塚町5030番地日立アパ”ト

原票とコード票の

突き合わせ

漢字コードによる
姓名修正データ

神奈川県横浜市戸塚区戸塚町5030番地

日立アパート 伊藤静子

ユーザーの漢字住所/漢字姓名マスタ

匡I4 NKCONV,AKCONVの処理方式

処理方式を示す｡

HT-5425

システム内字化

DFONTハF

標 準 提 供

文字パターン

約

7,000種

⊂コ⇒

対話

システム内幸化

KAPS

漢字ライブラリ

保守

ユーザー固有の
パッチ

追加文字パターン

漢字文字種の確認

注:略語説明

プレロード

外 字

ライフうリ

漢 字

ライブラリ

KAPS

漢字コード表印刷

コード表

三主 NKCONV,AKCONVの機能

NKCONV,AKCONVを使用Lて,片イ友名の姓名･住所のマスタファイルから;実字のマスタファイルへ変換を行なう

プレロード出力

外 字 処 理

(業務開始前)

制御プログラム
サービスプログラム

制御プログラム

DB..′`■DCプログラム

オンデマンド出力

漢 字

プリンタ

漢 字

VDS

文字発生

機 構

外 字

パターン

標準文字

パターン

外 字 処 理 初期ロード

(業務実行中)

VDS(VideoDataSystem),DB/DC(DataBase/DataCommun岳cation)

図5 漢字文字種の選択方法 ･･KEIS=での漢字文字種の選択.管理の

方式を示す｡選択された文字種はDFONT/lF又はKAPS漢字ライフうり保守に

よりシステム内字化され,漢字ライブラリ中で管理される｡漢字プリンタ,漢

字VDSに対し,必野に応じて出力外字処理により外字パターンをロードする｡
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扱える｡これらの言語で,漢字項目及び漢字定数の定義,機

能キャラクタの挿入と指定,実行時の片仮名i英字変換処理な

どの支援を行なっている｡図6にCOBOL系での記述法を

示す｡

また,i莫字CORAL(Customer Oriented Application Pro-

gram Development System)を用いて,大規模DB/DCシ

ステム(ADM:Adaptable Data Man昭er)の漢字を処理す

る業務プログラム,漢字の画面及び漢字のDBの作成を対

話的に行なえる｡これらの定義仕様書はそのまま読みやす

い漢字,平仮名による日本語のドキュメントとして使用で

きる｡

H-8196,H-8172漢字プリンタには帳票の形式(書式)をユ

ーザーデータの印刷時に同時に印刷する書式オーバレイの機

能があるが,この書式は書式オーバレイゼネレータ(FOG:

Forms Overlay Generator)3)により定義できる｡更にこれら

漢字プリンタ出力帳票を容易に作成できるように,パラメー

タ形式による出力形式の定義,作成帳票の実際の帳票イメー

ジでの確認,高級言語からの論理インタフェ【スでの帳票出

力と書式変更,フィールド中のi英字データの自動編集などの

機能をもったサービスプログラム漢字帳票作成支援(KFORM:

KanjiFormat Generation Utility)を提供する｡

また,i莫字VDTのi莫字定数を含む画面の定義は,MAPD

(Map Definition Program)によりバッチ処理で,MAPD/IF

(Map Definition/Interactive Facility)により対話処理で可能

である｡
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く漢字項目の指定〉

01 A.

02 B PICTURE NNN.漢字3文字
02 C PICTURE N(5).漢字5文字

変換後

=====弓>

〈漢字編集項目の指定〉(VOSOは除く)

01 A

O2 D PICTURE N巳NBN.漢字5文字

01 A.

02 B PICTURE X(6). 6バイト

02 C PICTURE X(10).10バイト

変換後
=====令

〈漢字定数の指定〉

01 A

o2 D PICTURE XXBBXXBBXX･10バイト

種 類 VALUE句 変換後(KEISコード)

カナ漢字定数 NN∫カンジ ′漢字′ (X′B4CIBBFA′)

KEIS定数 NA′カンジ' ･カンジ･(×∫A5ABA5F3A5B7AIAB′)
カタ仮名定数 NK'カンジ ′カンジ′(X′A5ABA5F3A5B8′)
ひら仮名定数 N打力ンジ′ ′かんし･(XノA4ABA4F3A4B8')
16進定数 NX′B4CIBBFA' ･漢字′ (×′B4CIBBFA')

漢字直接定数 ND'最漢字上′ ′漢字- (×′B4CIBBFA′)

〈機能キャラクタの挿入〉

01 A.

02 A-F PICTURE

O2 AO CHARACTER

O3 AI PICTURE

O3 A2 PICTURE

O3 A3 P】CTURE

rヒ

)

P

.5

.

.
>
-
N

(N

Vハ

T

N

N

N

POINT-9,GAP-0.

GAP-8.

ー･･9ポイント,字間催ゼロを定義

--------一一･-10バイトは,字間値8であることを定義

Aイ園 凶⑨ 回⑧
也

Al 回⑧

芸尖三笠尖≡
1A4782

､-3--′

A2

･10

堕旦
1A4780

､･--3･一′

A3

図6 COBOL系での三実字支援仕様 `■KEIS”のCOBOL系言語での漢字データ処理プログラムの記述法(文法)を説明する｡

田 "KEIS”での適用業務の実行

4.1 ユーザープログラムの処理形態

4.5節で説明した言語プロセッサを用いで作成されたユーザ

ープログラムは,バッチ,対話,DB/DC,及び分散(リモ

ートバッチ,ファイル転送)の各処理形態で実行される｡
更に"KEIS''では,‡英字や日本語を扱う各種適用業務に

対し,標準のソフトウェア製品を用意している｡以1ごに,主

要なものにつき説明する｡

4.2 情報検索

エンドユーザし一言語(ACE/ACEII:Available Command Lan-

gu昭efor End Users/Available CommandLanguagefor End

UsersII)漢字支援を用いて,バッチ,対話,DB/DCの各

処理形態でコマンド方式又はオ､イデンス方式により漢字デ【

タの情幸艮検索,レポート作成ができる｡

また,VOS3では文献検索用のデータベⅥスパッケージ

ORION(Online Retriever
ofInformation)i英字支援が,TSS

(Time Sharing System)の‾Fで使用できる｡ORIO 支援では,標準の日本語処理用メッセージファイルを提供し,

この中に格納される日本語のメッセージにより,会話的に検

索ができる｡検索時入力するタームは,片仮名入力(片仮名

漢字対応づけ検索による1対Ⅳ遥択方式)と漢字直接入力中寸

可能である｡

4.3 文書処理

従来,写柄機や印刷機により行なわれている説明書やマニ

ュアルなどの文書の作成(編集･割付け,校正,印刷)を行な

うプログラムとして文書編集印刷プログラム(DEPP:Docu-

ment Editing and Printing Program)を提供する｡DEPPの

処理方式を図7に示すが,主要な機能は以下に述べるとおり

である｡

(1)害り付け･編集機能

(a)基本組み仕様による割付け,編集

制御‾丈の指定に従い,基本的な割付け,編集仕様(基本

組み仕様と呼ぶ｡)を決定する｡基本組み仕様としては,

(i)用紙サイズ(A3,A4‥‥‥,)

(ii)基本組み方(縦組み,横組み)

(iiD 余白指定

(iヽり段 数

(v)段 間 隔

むD 段墓石の出力

如D 基本文字サイズ

佃)字 間 値

(ix)行送り値

(Ⅹ)柱‾丈,ランニングタイトル及びノンブルの出力位置

が指定できる｡基本組み仕様は,変更指示のない限り全ペ

ージにわたり有効となる｡

(b)J京枯データ中の機能キャラクタによる編集機能

1京稿データ中に機能キャラクタを挿入して,直ヨ妾的に編

集機能の指定,編集機能の開始,変更,停止など指示か行

なえる｡機能キャラクタの種類としては,

(i)改ページ,柱文の付与,見出しの作成などのページ編

集のための機能キャラクタ

(ii)改段,改行,段分割禁止,タブなどの行や段の編集の

ための機能キャラクタ

(iiD 書体変更,文字サイズ変更,ルビ(ふり仮名)など文字

の編集のための機能キャラクタ

G切 目次の作成,索引の作成などのドキュメント編集のた

めの機能キャラクタ

(v)表の作成,空自の確保など特殊な編集のための機能キ

ャラクタ

など,約90個が支援されている｡

(2)校正機能

校正の対象となる行で,初めて現われる文字をキーとして

校正箇所をはさみ,データの置換,追加,削除が行なえる｡
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定形書式

ファイル 行編集

ファイル

校正原稿

エラーファイル

引用済み原稿

データファイル

セーフファイル

定形書式

ファイル

ヽも
く声:==:::==:=コ

¢====コ

㌔も

入力 部 漢字処理ユーティリティで処Ⅰ里されたデータを入力Lて.DEPPの原稿データに変換する｡

校正部 校正情掛二従い,追加,削除,置換を行なう(

引 用 部
引用機能キャラクタに従い.既に作成されている行編集ファイルの一部を,入力原稿中

に行単位に取り込む｡

行編集部く===毛>

♂ク

注:⊂==>データの流れ

■-制御の流れ

図7 DEPPの処理方式

仙 データ中の機能キャラクタを順次取り出し,機能キャラクタの妥当性チェックを行なう

(二むデータを割付け指示に従って,行単位の編集,割付け処王里を行なう｡

③(･さで処王里Lたデータと.員刺青軌索引情報,エラー情報とを同一文書として結合し,

ファイルに格納する｡

ページ藻集部
漢字プリンタに出力する各種リストのデータをページ単位に編集し,ページとしての体裁を整える｡

また,このページ単位に作成されたテ一夕に対+て,FCB情報やページ情報を付与する｡

出力 部 利用者が指定した文吉の出力情報を∴棄字プリンタ又はファイルヘ出力する｡

H-8柑6漢字プリンタ

`KEIS”の文書編集印刷プログラム(DEPP)の入力校正,引用.編集,出力の処王里方式を示す｡

校止には,校正を行なおうとするへ-一ジだけを校正する部分

校正と,全ページの校正を行なう仝l糾安正のI叶者か可能である.ご

(3)定形手ぎ式機能

太子航や使用描i度の高い丈j-話などを,1主形書式とLて立郎L

ておき,必要時同じものを取り出して割付け･舶召主できる′

(4)引川機能

車白山二作成きれた行編集フー｢イ′し小の原ノ帖デーータを引柑し

指延された筒所に仲人することができる｡

(5)リスク【ト機能

行編集処理を中断L,中断Lた軌好かノーノ再実行できる.J

(6)印刷機能

ページ編集フ7イ/し上のi泣丁子ニテ■一夕を,チータ腎+理を′rL

てi菜′‾Fプリンタに亡+_りJする｡

(7)閉形デ【夕のマーシ出力機能

VOS2/VOS3DEPPでは,汎用図形出力ルーチン集GPSL,

FOG,書式オーバレイゼネレータインタフェース(FOGINT:

Forms Overlay GeneratorInterface)を組み合わせること

により,ⅩYプロソタ_J二に描く凶形を日本語‾文吉にマージ出

力できる｡

なぶ,簡易文書を対話処理によ り作成し､校jl三を行なう

DEDIT(Document Editor),i-1寸書を行なうDRUNOFF(Doc-

ument Runoff)の提供を子完三しているゥ

4.4 その他の応用プログラム

経営計画用シミュレ【ションプログラム(SIMPLAN:Simu-

1ation Program丘汀Corporate Planning),プロジェクト管

理支援システム(PAS:Project ControIAssisting System),

統計用デ【タフアイルシステム(SDFSII:StatisticalData

File SystemII)では,従来片仮名で出力していた説明1膚報

や報告書などを漢7二で出力することができる｡また,統計予

測用応用プログラム(BMDP:BiomedicalComputer Pro-

grams-P),CSTAT(ConversationalStatisticalAnalysis

Program),TIMESII(Time Series Analysis ProgramII)

及びPPSSII(Program Package for SocialScienceII)の
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〆クl
㌔

⊂====>

髪

原稿データ
ファ イル

KAPSで作成

原稿データ

ファイル2

校正済み原稿

データファイル

行編集

ファイル

へ‾ン′

編集ファイル

出力ファイル

利用者が作成する出力プログラム

H-8195漢字プリンタ

結果は,統計i汁算出力編集プログラム(STATEDIT:Statis-

ticalResults Editing Program_)を使用Lて淡′i･二で亡ⅠりJする

こ とかできる.【

B "KEIS”の将来課題

コンヒ_1一夕でのi･ンきゃ情報処理は,各列同業柁で広く普ノ女

することが‾jニ想される｡しかし,i渋ノj;ニシステムを偉人するた

めには,i･1ミ′j■ニテ=タの入力,‾丈寸ニハターンなどの各柑テ【フ

ルウェア符上i王主などグ‾)拙′}二情報処理朽イj-の紫推なユーザーの作

業か必安土なる.っ ▲`KEIS'1グ)ソフトウェアでは,ユーーサーーーの

糾‾llかヰ紬kできるように,ユーーサーの立場に立って棟作性と

卜′絹巨の改善を推進Lて畑く計画である､つ また,j吐い将来,コ

ンヒュ一夕の拭う情報の純畑も,丈ノトナータだfナでなく文台,

トス=fラ,グラフ.イメージ(r!1Iライ像),二汗声など.と多様化が進むで

あろう｡特にオフ トスオートメ【ションの分野では,二れら

グ)多稚拙の付捕まを軌み合わせて別朋できることか期待されて

いる(ニ ーーKEIS''のソフトウ_エアは,二れJ⊃の多椎糊の情報を

拭うアプリケーーションのL†+心となる鵜礎技術として,今後改

善を行な/ノてルく計L担jであるl〕

【司 結 言

イこ帖では,`-KEIS''のソフトウェアの体系と機能概要をユ

ーザ【のfり糊形態を中心に説lリjLたが,残さズーLた課題も多い｡

/卜後,ノ､-ドゥェアの改善と合わせて一体となり,操作性と

作能の1｢り上,んし梢プログラムの充実を図る計画である｡
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